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Ｍ
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在
沖
米
海
兵
隊
に
よ
る
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
貯
蔵
・
訓
練
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

在
沖
米
海
兵
隊
が
、
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
使
用
訓
練
を
沖
縄
周
辺
区
域
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
同
時
に
、
在
沖
米
海
兵
隊
は
、
国
連
人
権
小
委
員
会
（
現
国
連
人
権
理
事
会
）
が
製
造
・
使
用
の
禁
止
を
求
め
る
決

議
を
行
っ
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
使
用
訓
練
を
、
嘉
手
納
基
地
を
拠
点
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
嘉
手
納
基
地
の
機
能
は
益
々
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
基
地
負
担
軽
減
」
の
掛
け
声
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
り
、
米
軍
の
訓
練
機
能
強
化
等
は
、
周
辺
住
民
を
不
安
の
ど
ん
底
に
陥
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
国
際
社
会
が
、
非
人
道

的
兵
器
、
無
差
別
大
量
破
壊
兵
器
と
位
置
付
け
る
改
良
型
ナ
パ
ー
ム
弾
の
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
実
弾
訓
練
を

行
う
こ
と
は
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

ナ
パ
ー
ム
弾
（
焼
夷
弾
）
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
用
さ
れ
た
非
人
道
的
、
無
差
別
大
量
破
壊
兵
器
で
あ
る
。
焼
夷
弾
Ｍ

Ｋ
��
も
、
効
果
と
し
て
は
ナ
パ
ー
ム
弾
と
変
わ
ら
な
い
と
す
る
の
が
、
軍
事
専
門
家
ら
の
常
識
で
あ
る
。

政
府
は
、
ナ
パ
ー
ム
弾
と
改
良
型
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
と
の
間
に
、
性
能
上
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
の
殺
傷
能
力
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一



二

在
沖
米
海
兵
隊
は
、
沖
縄
周
辺
の
訓
練
区
域
に
お
い
て
、
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
等
を
使
用
し
た
訓
練
を
認

め
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
れ
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
在
沖
米
海
兵
隊
の
訓
練
を
容
認
す
る
の
か
、
政

府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

国
連
人
権
小
委
員
会
は
、
一
九
九
六
年
八
月
、
「
核
・
化
学
・
生
物
兵
器
・
気
化
爆
弾
・
ナ
パ
ー
ム
弾
・
ク
ラ
ス
タ
ー
爆

弾
・
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
製
造
・
使
用
の
禁
止
を
求
め
る
決
議
」
を
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。
し
か
し
、
米
国
だ
け
は
、
採

択
に
反
対
し
た
よ
う
で
あ
る
。

政
府
は
、
米
国
の
反
対
理
由
と
態
度
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
政
府
は
、
右
決
議
を
採
択
し
た

国
連
人
権
小
委
員
会
に
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

在
沖
米
海
兵
隊
の
沖
縄
周
辺
訓
練
区
域
に
お
け
る
焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
等
の
実
弾
使
用
訓
練
は
、
前
記
国

連
小
委
員
会
決
議
に
違
反
す
る
暴
挙
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

焼
夷
弾
Ｍ
Ｋ
��
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
、
我
が
国
の
航
空
自
衛
隊
も
保
有
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は

事
実
か
。
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
記
国
連
小
委
員
会
決
議
に
鑑
み
、
保
有
す
る
こ
と
が
適
正
で
あ
る
と
考
え
る
か
、
政

府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



右
質
問
す
る
。

三


